
平成 2 7年度通常総会記念講演会次第

日 時 平成 2 7 年 5 月 1 9 日 (火)

午後 2 時 0 0 分

場 所 ホテルグリーンパーク津

6 階 ｢伊勢の間｣

者挨拶

賓挨拶

賓紹介

電披露

1 4 : 1 0 ~

｢伊勢湾の再生に向けた次世代への継承｣

講師 三重大学教授 朴 恵淑 様

oネノレデ スカ ツショ ン 1 5 : 0 0 ~

｢伊勢湾の再生に向けた森 ･!ll ･海の連携｣

パネラー (森) 速水 亨 様 (速水林業代表)

(′II) 畑井 育男 様
(新雲出川物語推進委員会委員長)

(海) 小西 伴尚 様
(三重高校数論 ･博士 (学術))

コーディネーター 三重大学教授 朴 恵淑 様
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四日市公害の過去･現在･未来
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伊勢湾北部における異臭魚の分布状況
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異臭魚による年別被害額
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セ イコ

34白子

伊勢湾北部は優れた漁場として知られていたが、昭
和33年頃から石油臭いという悪評が立ち始めた。
第lコンビナートが本格稼動 uまじめた後の35年頃

には、異臭魚のとれる範囲が四日市の沖合4キロまで
達するようになり、東京築地の卸売市場で『厳重な検
査が必要｣との通告を受け、返品や買いたたきによっ
て漁獲高･量ともに大きな被害を被った。これが四日
市公害の始まりとなった。
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流域の大気一水循環
地表面の被覆形態の変化= 重大な環境変化
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｢四日市公書と環境未来館｣

の市民･企業･行政との三位‐体鯵團議 鬘 覊繭
　　- - こ #

(2)四日市公害の教訓か
社会、世界一の環境部 ｣

(3)国際環境協力のプ

こごマチザ
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｢世界一環境先進大学｣三重大学の力を世界へ
三 重 から世 界 へ 地 域こ根ざし、世界に誇れる独自性豊かな教育･研究成果を生み出す

･共生の~ 人と自然の目

勝盛観を
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上 山･山 阻‐型 踵111謹

[三重大学概要](H26.5ユ)
･敷地面積 :5,51潟692稲

･建物延面積 :326.695稲

･学生数 :72 98人
* 附属学校学生数 :1,231人

･教職員数 :し852人

･H25年度エネルギー使用量
気)約27,640 M w h

(ガス)約4,153,00o m 3

(A重油約 564k

(C0 2排出量)約20,966t



t 四日市学の目的 i

(2001年4月 ~ )四日市公害を負の遺産から正の遺産としてとらえなおし、自治体を含む
地域･住民と協働できる認識共同体を形成し、未来の環境快適都市づくりへ寄与する。

t 4つのアプローチ i

人同等 衆菜学 環纜轍育学 アジア摯
命の糟藤 持続可能な社会システム 問題解決型 ･体験型教育 。 国際環境協男

★公害問題の原点は何か? ★公害都市から未来へ ★公害を体験していない学生 ★東アジアや東南アジ
★公害被害者の生存権を守 の環境快適都市への に四日市公害の過去･現在･ アの国際環境協力の
る手段 再生について 未来の環境快適都市をめざ あり方を探る★環境破壊がもたらした す人材育成
人間の価値判断の喪失

2004年4月 ~ ｢四日市公害から学ぶ四日市学｣
(三重大学 共通教育)

四日市公害から学ぶ｢四日市学｣

四日市公害訴訟判決(1972.7.24)
･企業の共同責任、共同不法行為の
認定
･大気汚染と喘息などの非特異的閉
塞性肺疾患の｢疫学的因果関
係論｣の認定

環境政策(総量規制)･最先端の環境
技術
･公害防止条例の改正(1971年)
･全国初の総量規制公布(1972年)
･環境技術
･四日市イニシアチブ

* 四日市公害と環境未来館

(1)法制度の整備
(2)環境政策
(3)環境技術
(4)企業の環境倫理･社会的貴任(CSR)
(5)環境ビジネス
(6)地域住民の連携･参画
･市民ガバナンス
･持続可能な社会構築
･産学官民の協働型地域づくり

(7)人財養成
･持続発展教育 (ESD)
･実践的環境教育のツール(四日市学)

→ 三重大学共通教育 (2004 ~ 現在)
約2,000名が受講(毎年新入生の1/5)

(8)認識共同体の構築
･各セクターとのネットワーク

･国際環境協力 (アジア)

人間と自然との関係とは何かという
人間としての根本的な命題を考える。
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町屋海岸プロジェクト
素足で走れる町屋海山

------、て 二 薄謝霊敲き回
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と
逕
み バ 雫津

霊
甫県 )

! --一----- -′、
三雲大学
環境ISO

学生鬘貞会

　　　　　
、、小学校

( 環境学習 、′‐
町屋海岸を紬としたUSR - 町屋海岸モデル-

煤欖保全
　　

三重大学環境ISO学生委員会では、 民間企業 (産) ･国 ･地 自治体( ! / ‐
(三重大学

官) ･教育 ･研究機関(学) ･地域住民(民)の産官学民と協力して“素 (雲誌翁鮒7 -

足で走れる町屋海岸" を目指す ｢町屋海岸モデル｣ の構築および運 ~

用を目標に、町屋海岸で活動を行っています。

本学に隣接する町屋海岸は不法投棄問題を抱えています。 そこで、 当委員会では地域住民によって結成されたNPO
法人町屋百人衆の方々と平成18年度から年5回、 ゴミ拾いなどの海岸美化活動を行っています。

平成24 ･25年度には、 トヨタ自動車株式会社が“水をテーマにした自然環境を保護･保全する地域社会貢献活
動" を支援する取り組み『AQUA SOCIAL FES!!』の一環としても行われました。

海岸清掃後は、 当委員会が中心となり、 町屋海岸の植生観察会を行いました。
海浜植物の特性を紹介したり希少植物の観察を行うことで、参加者とともに海岸の生物多様性について考えました。

銀鷲田A 三重大学環境so学生委員会 霧髪 ヘハ IE三 LJ N I〉E R ≦IT Y
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町屋海岸清掃活動
朗町垣亘、潅瓱日声〉肖鰤斎コミク)上乱と翁多力uノ、藝女“)羽匡布多

~
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町屋海岸清掃で集めたゴミの量と

、
植生観察会
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E S D の基本的なづ考え方

〔知識、価値観、行動等〕

環境、経済、社会
の統合的な発展

世界通産や
地域の文化財等
に関する学習

そα)イ也
関連する学習生物 多様ず生
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日本初 !(総合大学)
三重大学の疊ネ爽留ヌクPLル認定
(2 0 0 9 .8 .2 1)

@ @

官鰭教育大学、立教大学E S D研究北海道教育大学釧路校 (E S D推進センター)、岩手大学、東北大学大学院環境科学研究科、宮嬢教育大学、立
センター、玉川大学教育学部、金沢大学、三重大学、奈良教育大学、岡山大学、九州大学大学院言語文化研究焼

アジア･太平洋ユース伊勢湾洋上国際環境学習
鴎所:受水丸/ 潟の博物記/ ;藤女小虚(困蛉)

E S D エクス力ーション
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E S D エクスカーション･分科会 !
霧所'三競県総合鱒筍叙(M ie M u )/ 三亟大学 糯奬･情報料掌能 ノ

r峡函" W O O D J O B !‐-と三重大学減晋林‘企面展升一ブニング ,.塹鮮枡費讐頑畠｣ -●
.- W ~--- ---蠕所:= 蚤大学 レーモンドノポール

｣-- - -を盤箇壼壼誣輯滲て屈【壺五毒害〒-三高'◆一面三一裔う

うなぞ‐さ竜で-
二 ‐ 三一

　　　　アジア･太平洋環境コンソーシアムE S D 国際シンポジウム 1
場所:= 翁大学 鯨壤‐僑鰓科学眠 1競ホール ゞ
- 環境コンテスト･E C O アイデア表彰式
●基調講演 1【Y濁戸内海･大島にお、けるE S D 教育プログラムの醐蒐

~ ワークシヨッフ事例発表 :いぬU ま探検隊 ~ "

･ 基"孤弱溝2 0食とエネルギーの澱嬢大国デンマークの経験に学ぶき- :‐ス…‐ね ヒ･一一ター一C〕‐ヒ---≦テー一tヱ、ン . - …. - ｢“ゞ -" J
- 記念群濱野日本における国迎ES Dの10年の成果･課題と今後の展望撃

ち.-- 印可奢れ *旨.-÷-÷'-- ｢、二ETT ,ず･ %-丹【[い“ - ÷‐- -
●分科会成果発表
●アジア･太平洋持続可能な開発のための教育(ES D )ユース.･雲言

　　　　　　　　　　 　　　　　
三重大学ブース速冒
堝-所:名古屋国際会議堰

　　　　　　　　　　　　　　　
三重大学セミナーrE S D in 三重 2 0 1 4 ｣
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(1)文部科学省rユネスコ活動費補助金)グロー“ミル寒村の育成に
向けたESDの推進 ‐ 平成26年 針28 年

#
.向けたESDの挺進事

動費補助金)グロー‘"!レ寒村の育成に
｣採択(平成26鯛度鳶28年度)‐コニ

‐ - ‐
%
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(2 )参加者:19ヵ国 2 10名(小･中･高･大学)こす. u日野･r
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流域圏ESD→ ものづくり/ひとづくり/みらいづくり
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アジア･太平洋持続可能な開発のための教育 (ESD)

ユース冒言
この度団SD 紐 三重2014に参加した私たち、アジア ･太平洋地域のユースは、伊勢湾洋上国際環境学習など、環境及び文化に触れる様々なプログラムを体験

しました。この貴重な体験を生かし、持続可能な社会をつくるためにこの宣言文を作成しました。
現在、気候変動や生物多様性の減少、環境悪化に伴う社会的 ･経済的な不公平のような、国境を越えた問題が起きています。これらの問題は将来になって、

本人や周りに大きな影響を及ぼすことに違いありません。従って、私たちは、地球上のすべての命が調和する持続可能な世界を創るために、次のように宣言し

ます。

1 .危険や安全に対する意識を高め、日ごろから身の回りのリスクを回避するために備えます。
◎私たちは災害を自分にも起こりうるものとして捉え、危険について自発的に考えて、今日、明日、そして未来のために、知識を伝えていきます。
◎一人ひとりが各地域の特徴を把握して、災害に関する課題を見出し、それに対応できる力を養います。

2 .今ある生態系を保護し、資源の有効活用のための活動を展開します。
◎私たちはエネルギーを大切にし、木を植え、環境に配慮した乗り物を使うことで二酸化炭素の排出を減らします。
◎あらゆる生物が共存していくために、再生可能エネルギーの重要性を広めていきます。

3 . 豊かな自然環境を次世代に残していくために努めます。
◎自然のバランスを保つために正しい知識を身につけ、次世代にも継承していきます。 ･
◎環境保全活動に積極的に取り組み、 世代を問わず、すべての人々 への環境教育に力を注ぎます。

コ■ ■･

4 . 生活と環境の調和を保つために努めます。
･

◎環境問題を私たち自身の課題としてとらえ、遺産、文化、自然から得た知識を用いて、ともに行動します。 ■豊三‘□も T『、こご)◎持続可能な社会づくりに必要な習慣をつけるために、伝統文化を保全、継承する意識を高め、実行します。

5 . 国際的な視点を持ち、アジア ･太平洋ユースネットワークを強固にし、問題解決に協力します。
◎私たちは互いの言葉に耳を傾け、違いを理解、尊重し合い、行動に移します。
◎自国の習慣による固定観念にとらわれずに、さまざまな視点からものごとを考え、それを発信していきます。

私たちは、持続可能な社会づくりに向けて必要なことを考え、学び、平等で豊かな世界を目指します。自然と人間が調和し、命あふれる地球を未来に引き継

ぐことを実現するために努めます。そのために、現代社会のおける問題に注意を向け、積極的に知識を習得し、解決に挑みます。この使命を果たすために、と

もに努力を惜しまないことを、ここに宣言します。

2014年11月lo日
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